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ひろしまライフスタイルプロジェクトの推進について 

 

１ 要旨・目的 

  持続可能なまちづくりの実現に向けて「集約型都市構造の形成」及び「中古住宅の流通促

進」を推進するため、広島県と多様な主体が連携し、県内の各拠点エリアの賑わい創出やリ

ノベーションの普及促進に取り組む「官民共創プロジェクト」（仮称：ひろしまライフスタイ

ルプロジェクト）に着手する。 

 

２ 現状・背景 

○ 人口減少と少子高齢化の進行が予測される中、都市部で空き地や空き家がランダムに発

生する「都市のスポンジ化」や、郊外での低密度な市街地の形成が進み、行政サービスの

水準低下や公共交通ネットワークの縮小などが懸念されている。 

○ ひろしまビジョンでは「持続可能なまちづくり」を目指す姿に掲げており、その一環と

して、集約型都市構造の形成に向けた「中古住宅の流通促進」を図るため、令和４年度に

有識者を交えて具体的な方策の検討を行い、今後の取組方針をとりまとめた。（別紙） 

＜中古住宅の流通促進に向けた方策について（概要）＞ 

Ⅰ．居住誘導エリアにおける 
中古住宅の需要拡大 

集客力や発信力のある企業等と連携してライフスタイルを発信する機会を創出 

幅広いユーザーとの接点を確保 

リノベーションの魅力などを提案（中古住宅の需要拡大） 

Ⅱ．不動産関連情報の 
一元化・オープン化 
による市場活性化 

不動産取引に必要となる情報※をＤｏｂｏＸに集約（システム間の連携） 

不動産事業者が効率的に情報収集・活用 

ユーザーへの情報提供の充実や新たなサービスの創出（市場活性化） 

※インフラ（道路、河川など）、法規制（都市計画法、建築基準法など）、建物・土地情報など 
  

３ ひろしまライフスタイルプロジェクト2023-2025（仮称）の概要 

(1)  対象者 

県民（住み替え機会がこれから訪れる20代～40代を主なターゲットとする。） 

(2)  事業内容 

県内の都市計画区域を対象として、多様な主体と連携しながら、中心市街地や駅周辺な

どの拠点エリアの魅力・求心力の向上と、既存の住宅ストックの活用を促すことで「魅力

的で持続可能なまちづくり」の実現を目指す。 

具体的な施策イメージ 

  

  

 

資料番号  令和５年５月29日 
課 名 土木建築局都市計画課 
担当者 課長 廣中 
内 線 4110 

 
課 名 土木建築局住宅課 
担当者 課長 奥野 
内 線 4163 

・プロモーションサイトや 
ＳＮＳで発信 

・シンポジウムなどの開催 

暮らし方 

エリア 

住まい 

地域資源を生かした「広島らしいライフスタイル」の提案 

「地域の賑わい創出」に繋がる活動やイベントなどの企画・発信 

多様な住まいの選択肢の一つとして「リノベーション」の普及促進 
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(3)  今後の進め方 

準備委員会設置 
構想の具体化 
 

○プロジェクトの方向性や事業内容などの具体化を図るため準備委員会を設置 
○広島らしいライフスタイルの共創に向けて  
【準備委員会の概要】 

 
会議開催：５回を予定（第１回会議 ５月 31 日（水）15 18 時） 
参加団体：下記 14 団体（五十音順） 

  

プロジェクト 
概要を公表 

○準備委員会での意見も踏まえてプロジェクト構想をとりまとめ 
○「ひろしまライフスタイルプロジェクト」概要を公表（令和５年８月頃） 

実行委員会への 
参画団体を募集 

○プロジェクト実行委員会への参画団体及び協賛金を募集 
※準備委員会から参加している団体も改めて応募が必要 

実行委員会設置 
プロジェクト開始 

○県及び参画団体でプロジェクト実行委員会を設置（令和５年９月頃） 
○実行委員会において具体的な事業内容を決定（プロモーションサイト、イベントなど） 
○ 3 か年のプロジェクトとする予定 

    

(4)  予算（単県） 

    14,000千円 

 

【参考】事業対象エリアのイメージ 

・都市計画区域内の市町が立地適正化計画において設定する居住誘導区域※（見込みも含む） 

※概ね市街化区域及び用途地域に設定されている。 

・中心市街地や主要な交通結節点、交通ネットワークの沿線など拠点周辺エリアで事業を実施 

 

安芸太田町
































